
（目的）

第１条　ふくおかライフレスキュー事業　小郡地区連絡会（以下当団体という。）が所有している

　　　物品については、生活困窮者への緊急支援を目的に、各団体より寄贈頂いた物品である為、

　　　本来の使用目的以外で譲渡する場合の基準等を取り決めるもの。

（対象物品）

第２条　本規程が対象とする物品は以下の表のとおりとする。

（譲渡基準）

第３条　当団体が所有している物品については、あくまでも本規程第１条の目的の為に優先的に

　　　使用するものであり、数量的に余裕があり、本来の使用目的に支障がない場合は、以下の条件

　　　を満たしている場合に限り原則無償で譲渡する。

　　　①所有している物品が賞味期限・消費期限が数か月しかない物品で、認知症カフェ、

　　　　子供食堂等公益的な取り組みを実施する場合。

　　　②チヨコレート等倉庫での常温保存が困難な菓子類については、本規程第3条に抵触しない

　　　　限りは特に条件を付さない。

　　　③玩具類等については、原則小郡三井地区に所在する各団体が行事等で使用する場合。

　　　④その他、申込内容に応じ個別に判断し会長が許可する。

　　　⑤物品の搬送等に際し費用が発生する場合は譲渡申出団体の費用負担とする。

（譲渡時の禁止事項）

第４条　当団体が所有している物品を本規程第2条により譲渡する場合は以下の禁止事項に抵触して

　　　いない場合に限るものとする。

　　　①申請団体が反社会勢力等でないこと

　　　②譲渡された物品を転売目的で使用しないこと。但し、各団体が主催する行事等の景品とし

　　　　使用する場合で、利益が行事開催費用等に補填される場合及びチャリティーバザー等で

　　　　売り上げの一部が別団体等へ寄付される場合は除く。

　　　③個人的な使用目的でないこと。但し、生活困窮による支援の場合は本来の手続きを行った

　　　　後に譲渡することは可。

　　　④使用目的が明確でない場合

　　　⑤虚偽の申請等で各項に違反していることが後に発覚した場合は譲渡品の返還及び既に配布　

　　　　する等して残っていない場合は現物にて弁済頂く場合がある

（申込及び決定）

第５条　当規程に基づき物品の譲渡を受けようとする者は、別紙「ふくおかライフレスキュー事業　

　　　小郡地区連絡会　物品譲渡申込書」を本会宛てに提出し会長の決裁を得ることとする。また

　　　会長は申請内容及び可否判断理由を本会に報告するものとする。

附則

令和元年　６月1日　施行

ふくおかライフレスキュー事業　小郡地区連絡会　物品譲渡規程

保健衛生品
●消毒液等　●シャンプー　●ボディーソープ　●ウェットティッシュ
●トイレットペーパー　●ボックスティッシュ　●台所掃除用品　●洗濯用洗剤　等

日用雑貨
●化粧品・美容用品　●タオル　●衣類（シャツ・下着・靴下）　●紙皿・コップ
●消臭剤類　●軍手等の作業用品　●傘・レインコート　●ペットフード　等

食品
飲料水

●お茶・コーヒー　●ジュース・清涼飲料水　●各種スナック菓子　●おまけ付菓子類・ガム
●インスタントコーヒー　●カップラーメン　●その他、レトルト食品　●調味料類　等



申込日 年 月 日

ふくおかライフレスキュー事業　小郡地区連絡会　確認欄
備考

電話番号 固定（　　　　　）　　　　ー　　　　　　携帯　　　　　ー　　　　　ー

ＦＡＸ番号 　　（　　　　　）　　　　－

住　所 〒　　　－

担当者
ご所属
役職

ふくおかライフレスキュー事業　小郡地区連絡会　物品譲渡申込書

団体名
代表者役職
代表者氏名

　私は貴団体が所有しています、物品について別に定める「ふくおかライフレスキュー事業
小郡地区連絡会　物品譲渡規程」を了承した上で、以下のとおり申請致します。

使用目的

□認知症カフェ、子ども食堂等の公益的取り組み
□夏祭り、文化祭等の行事におけるバザー等
□その他

Ｅ－mail

ふくおかライフレスキュー事業　小郡地区連絡会　殿

日用雑貨

項目
□消毒液等　
□シャンプー　

食品・
飲料水

□トイレットペーパー　
□ボックスティッシュ　
□台所掃除用品　
□洗濯用洗剤　
□化粧品・美容用品　
□タオル　
□衣類（シャツ・下着・靴下）　
□紙皿・コップ
□消臭剤類　
□軍手等の作業用品　
□傘・レインコート　

□インスタントコーヒー　
□カップラーメン
□レトルト食品　

□ペットフード　
□お茶・コーヒー　
□ジュース・清涼飲料水　
□各種スナック菓子　
□おまけ付菓子類・ガム

□調味料類　

品名 希望数量目安 決定数量等

□ボディーソープ　
□ウェットティッシュ

保健衛生品

希望物品

会長 事務局 受付

その他


